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問
題
と
な
る
事
柄
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
聞
か
せ
る
話

を
「
講
話
」
と
言
う
。 

今
年
は
、（
株
）
教
育
開
発
研
究
所
か
ら
の
依
頼
が
あ
り
、
図

ら
ず
も
「
一
日
一
話 

学
校
講
話
事
例 

３
６
５
」
の
執
筆
に

あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

講
話
は
論
理
的
に
構
成
さ
れ
、
感
動
を
与
え
る
も
の
で
あ
る

こ
と
・
考
え
る
糧
に
な
る
こ
と
・
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
必
要
条
件
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、「
内

容
が
よ
い
」
「
話
し
方
が
よ
い
」
「
話
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
い
」

の
三
拍
子
そ
ろ
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

学
校
に
在
勤
中
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
講
話
で
は
特
に
話
の
ネ

タ
に
悩
み
苦
労
が
多
か
っ
た
。
子
ど
も
の
前
で
講
話
を
す
る
と

は
、
ま
ず
話
の
内
容
を
構
成
す
る
ネ
タ
（
話
の
材
料
＝
た
ね

種
を
逆
さ
読
み
し
た
隠
語
）
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
を
も
と
に
、
子
ど
も
の
発
達
や
状
況
に
応
じ
て
再
構
成
し

り
、
で
き
る
だ
け
生
活
に
投
げ
か
け
分
か
り
や
す
い
言
葉
を

ん
だ
り
し
て
、
事
実
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
練
り
上
げ

準
備
が
必
要
で
あ
る
。 

話
の
材
料
は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
こ
ろ
が
っ
て
い
る
。
し

し
、
そ
の
気
に
な
ら
な
い
と
見
え
な
い
。
不
思
議
で
あ
る
。

に
、
新
聞
や
雑
誌
・
本
な
ど
を
読
む
と
き
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

を
見
た
り
聴
い
た
り
し
て
い
る
と
き
に
気
を
配
り
、
メ
モ
し
、

集
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
身
を
も
っ
て
学
ん

。
収
集
し
た
材
料
は
自
分
な
り
に
分
類
し
、
保
管
す
る
こ
と

大
切
さ
も
仕
事
を
通
し
て
教
え
ら
れ
た
。
ま
さ
に
セ
ネ
カ
の

う
「
人
間
は
教
え
て
い
る
間
に
学
ぶ
」
で
あ
る
。
そ
し
て
何

り
執
筆
者
に
な
っ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
北
上
市
の
小
・

学
生
の
活
躍
の
様
子
を
記
録
に
と
ど
め
全
国
に
発
信
で
き
た

と
で
あ
る
。 

平

ぴ

まうすりい）⑤ぴぴっと相談室（子育て・新聞づくり企画アドバイス）⑥広報活動（会報＆ホームページWWW.npo2000.net/ppt/等々） 
ＮＯ.２０ 冬号 
成 1７年１２月１５日

発 行 
ぴっと（PPT）研究会
Ｐ１   味あらかると 
Ｐ２   子どもの心を耕す読書のすすめ・ 
     さんやそう 

Ｐ３   虹のひろば 
Ｐ４～５ 子どもぴぴっとクラブ通信 
Ｐ６   ちょっと気になる新聞記事！! 
Ｐ７   まうすりいだより⑫ 
Ｐ８  冬だより・編集後記 
 
遠くの山々が白い衣を纏う頃 
北からの冷たい風に乗って 
枯葉色になった田んぼや野原に 
静寂の白い妖精たちが舞い降りる 
 
緩やかだったり 楽しげだったり 
時には激しかったり 荒々しかったり 
天から旅する彼らは 色々な顔を見せる 
 
これからの数ヶ月 
そんな彼らが作り上げる白銀の世界を  
静かに そして心穏やかに 
過ごしていきたい 
 
雪の下で小さな芽が育くまれていくように…… 
 １
ぴぴっと(ＰＰＴ)研究会主な活動：①新聞関係各種講習会②子どもぴぴっとクラブ③ぴよぴよぴぴっとクラブ④新聞を読んで今を語る会(通称：
  き＝そた選る

 

か常オ収だの言よ中こ
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空想の世界の広がりと家族の温かさを・・・  

「とりかえっこ」  ＜2 ３ ４歳＞ 

 
                           
                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 
いつも

るこの時

彩るもの

コムラサ

何もない

 さて、

雪が降っ

に色づき

上の悦び

ものだか

 
 かわいいひよこが遊びに出かけます。ネ

ズミに出会って、鳴き声をとりかえっこし

ます。ちゅうちゅう鳴きながらブタ・カエ

ル・イヌ・カメと鳴き声を次々ととりかえ、

いろいろな冒険をしていくおはなしです。

イヌの声では強敵のネコまで追い払い、最

後に無言のカメの声でおかあさんの待つ家

に帰りました。すると･･････。 

 

お

示

で

で

絵

ワラビの

（雪のな

割と鉢物

20－2 
登場する動物たちには、必ずそれぞれの家族や仲間がいて温かさを感じます。子どもたちは、

話を聞きながらも、日本画調の絵に描かれている小さな草花や虫たちをすぐに見つけて興味を

し、思い思いのことばを発します。3 歳ぐらいになると、鳴き声のとりかえっこの意味も理解
きるようになり、ごっこ遊びもできるようになります。とくに、カメの声なき「む」のところ

子どもたちは、喜びの歓声を上げます。家族の温かさと空想の世界を楽しませることのできる

本ではないでしょうか。 
  さ ん や そ う 

野にある季節の山野草を取り上げているものだから、冬を迎え 
期は、極めて種類が限定されてしまう。当然、晩秋から初冬を 
として、木の実に目がいってしまう。サワフダギ（青）、サンキライ

キ（ピンク）、ニワトコ（赤）、さらには小枝にからみついたツル

季節でも自然は意外とカラフルなのである。 
今回はフユノハナワラビ（冬わらび）をとりあげた。もうすぐ 
てくる時期なのに、このフユノハナワラビは、これからが黄金 
、輝きを増してくる。鉢物にして玄関に飾るなどしたらこれ以 
はないと思われる。私は、この花がすぐ近くの神社の軒にある 
ら、この時期になるとこっそりと訪ねては一人で楽しんでいる。

名が示すようにシダ類に属する。夏は枯れて休眠し、秋から冬 
い地域では春まで）にかけて半日陰の林中、林緑や草原に見られる

には作りやすいようである。                

（文・写真提供 
（赤）、ツルウメモドキ（黄と赤）、

リンドウ（赤）やシオデ（黒）など

 

。鉢あげの時期を間違えなければ、

          
西和賀町沢内  大石 信夫氏） 



               西和賀町沢内川舟保育所 

                              所長 佐藤 りき子 

 

はんとう棒に挑戦･･･２歳児 

自
画
像
を
描
く･

･
･

３
歳

夏に高校生とノリノリ交流 

合

子

り

 

偏

全

車

の

ん

る

安

性

子

よ

た

当

い

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西和賀高校の 1年生 9 人（男 7 名、女 2 名）が、総

学習のために来所しました。保育体験ということで、

どもたちとふれあって積極的に遊んだり・世話をした

、一斉活動のお手伝いをしてくれました。 

ふだん人見知りの激しい０歳児も始終ニコニコ顔。

食のある３歳児も高校生の食欲に圧倒されたのか

部食べきりました。圧巻は園庭での三輪車や自転

乗り。補助席に乗せてもらい、大はしゃぎ。また、松

木や栗の木によじ登り、セミ取りをしてくれたお兄さ

に大感謝。子どもたちからの感想はそのことに尽き

ほどでした。 

一方、高校生からは「初対面なのに泣かれないで

心した。」 「朝から元気がよかった。」「いろいろな

格の子どもがいて、なかなか自分のことを言えない

もいた。」「保育士の数が不足に感じた。それをどの

うに乗り切っているのか？」「先生の苦労がわかっ

」などの感想や質問が出されました。 

意欲満々で受容的な優しいお兄さん、お姉さん本

にありがとうございました。 

園児・生徒共に、とても楽しいノリノリ交流となった良

一日でした。 
運動会用具をいっ
いい気持ち・・・１歳児 
児 
 足と手のぬくもりを感じて、
 三輪車の後部に乗せてもらって
しょに製作･･･５歳児 
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17 年度 

 
 
 
 
 

第３回 平成 17年 9月 8日開催 

 

作文ゲーム 

文の大事な要素である「いつ」「どこで」「誰が」「何を」「どうして」「どうなっ 
たか」を、新聞記事の中から探し、文の成り立ちを考える。 

 
 各要素カードに自分たちで好きな言葉を書く。 
 
集めた要素カードの中から、ランダムに一枚ずつ選んで文を作り発表する。 

 
思いがけない文章ができ、子どもたちは大喜び。あまりのおかしさに読みあげている 

子が笑ってしまい、『聞いている子たちは意味がわからない。』というハプニングもでる 

ほど、大いに盛り上がりました。 

 
 

わたしはマンガ家 

• 文には起承転結があることを説明する。 
 

• 順序を入れ替えた新聞の４こまマンガを使 
い、話の流れを考えながら正しい順に直す。 

 
• 別の４こまマンガを使い、転の部分に当たる
３こま目の吹き出し部分を変えてみる。 

 
• 実際にオリジナルの４こまマンガを作る。 

 
マンガの入れ替えを考える場面では、素材となっ

たマンガの内容が難しかったこともあり、なかなか

正解が出ませんでしたが、逆に子どもたちから活発

に意見が発表されました。今回は時間が足りなくて

オリジナルマンガを完成させることができず、子ど

もたちはとても残念がっていました。 
家で書いてきてくれた作品 
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に

お

 
 第４回 平成 17年 12月 4日開催 
  

新聞かるた 

     新聞に関係のある内容で読み札を作り、それ 
   に合った絵札を描いたら完成。 
     できた作品でかるた取りを楽しむ。 
 
  自分たちで作った『かるた』は格別。だんだん身を 

乗り出し、最後には机の上に靴を脱いで座り込んでし

ました。同じ字で始まる札が複数あるので、読み札と

を見くらべ協議する場面もみられました。 

 

 子どもたちの作品から 

澤

藤

つ

美

な
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孫
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学
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上
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１
年 

菊

池 

知
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北
上
北
１
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中

野

恵

理

子 

 

小
学
校 

ス
ク
ラ
ッ
プ
個
人
の
部 

 

賞
】 

【
優
秀

 
 
 

煤 

孫
４
年 

長
谷
川
奈
々
子 

 

中
学
校 

ス
ク
ラ
ッ
プ
個
人
の
部 

 

【
優
秀
賞
】 

 
 
 

北
上
北
３
年 

田

村 

千

晶 
小学生の子どもたちを対象に、遊びを通して新聞

親しみ、表現力や国語力を自然に身につけてもら
うと、ぴぴっと研究会が主催している会です。

まい 

絵札 

 
 
 
 
 

お
め
で
と
う 

 
 

 

平
成
十
七
年
度 

 
 
 

岩
手
県
小
中
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル 

  
 

市
内
入
賞
者 

 

小
学
校 

個
人
新
聞
の
部 

 
 
 

賞
】 

【
優
秀

 
 
 
 
 

煤 

孫
２
年 
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新コーナー登場！！ 

一般紙の記事の中からちょっと気になった

記事を、会員が毎回交代で紹介します。 
異常気象の年ばかりで、もう何が異常気象で何が本来の

気象なのか分からなくなってきている感じがする昨今。来

年はどうぞ穏やかに・・・。 

こ
う
い
う
類
の
月
刊
誌
は
ま
ず
読
む
こ
と
が
な

い
け
れ
ど
、
こ
ん
な
内
容
な
ら
読
ん
で
み
よ
う
か
な

と
思
う
。
そ
う
い
え
ば
毎
週
火
曜
日
朝
八
時
か
ら
の

ラ
ジ
オ
番
組(

岩
手
放
送)

に
出
て
く
る
詩
人
の
お
じ

さ
ん
の
、
言
語
に
関
す
る
と
り
と
め
も
な
い
話
も
お

奨
め
の
一
つ
だ
。 

0-6 

（朝日新聞 2005 年 10 月 24 日） 
（朝日新聞 2005 年 10 月 23 日）
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  去る 11月 8日、天気に誘われいつもの会場を飛び出し、一路車で沢内へ。 

  外は色づく木々に少し陰影が混じる晩秋の風情。それも車を進めるほどに色濃くなって行く。 

 そんな風景を愛でながら、車内ではいろいろな話で盛り上がった。今回の「まうすりい」は 

 和賀郡湯田町と沢内村の合併で「西和賀町」が誕生してすぐの時期ということもあり、新しい

町についての希望やら展望やら或いは新町長選挙について等、一層よりよい町へという参加者

の期待溢れる意見が飛び交った。また、子どもたちの事件や子どもたちを取り巻く環境につい

ても話が及んだ。 

  さて、今回のメインイベント「晩秋の山路を歩こう…志
し

賀来山
がらいさん

」。ゆっくりゆっくり歩を進

めながら葉を散らす小道を行くと、実に爽やかな汗がにじんで来る。山の静寂を味わい、美味

しい空気を満喫しつつ、ゆるやかな時間を持つことができた。有意義な一日だったと思う。 

 普段とはひと味違った今回のまうすりい。また機会をみつけて実施出来たらと考えている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

比

激

う

 

７

 
    

新聞を読んで今を語る会（通称まうすりい）は、「ちょっと知的な井戸端会議」を合言葉に複数の新聞を読み

べ、社会情勢から身近な出来事まで、いろいろな事柄について楽しくディスカッションしながら、おたがい刺

しあって自分を高めていくことを願いスタートした会である。ぴぴっと研究会では、平成 13年 4月より「ま
すりい」を開始。平成 1７年 12月で 57回を数える。  
 
毎月第 2火曜日、10時から 12時まで北上市立黒沢尻北公民館を会場に開催中。 
参加希望者はどなたでも大歓迎！！ 

20-７



  
 
 

等会向のはは

2

 

二校十グっげ言でか

 

平
成
十
七
年
四
月
二
日
、
第
六
回
全
国
高

学
校
選
抜
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
場
の
埼
玉
県
営
熊
谷
ラ
グ
ビ
ー
場
に

か
っ
た
。
黒
沢
尻
北
高
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援

た
め
で
あ
る
。
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
す
る
の

後
に
も
先
に
も
初
め
て
で
あ
っ
た
。
時
間

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
花
園
出
場
四
十

回
を
誇
る
四
国
代
表
愛
媛
県
の
新
田
高

に
四
十
四
対
五
の
大
差
で
勝
利
し
た
。
何

年
ぶ
り
だ
ろ
う
か
、
母
校
の
応
援
を
広
い

ラ
ン
ド
で
で
き
た
爽
快
感
は
格
別
で
あ

た
。
整
然
と
し
た
応
援
も
大
会
を
盛
り
上

多
く
の
他
県
の
関
係
者
か
ら
お
褒
め
の

葉
を
い
た
だ
い
た
。
四
月
一
日
の
開
会
式

の
緑
川
主
将
の
選
手
宣
誓
も
素
晴
ら
し

っ
た
、
と
後
で
聞
い
た
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は 

 
 
 
 
 

会
員
が
交
代
で
担
当
し
て
い
ま
す
。

 
黒
陵
ラ
グ
ビ
ー
花
園
へ 

編
集
後
記

 

年
末
の
大
掃
除
は
も
う
お
済
み

ょ
う
か
？
幼
い
頃
は
冬
休
み
に
入

と
た
ん
、
連
日
大
掃
除
を
割
り
当

れ
、
泣
く
泣
く
窓
拭
き
だ
、
障
子

替
え
だ
、
と
手
伝
わ
さ
れ
た
も
の
で

面
倒
で
も
区
切
り
を
つ
け
て
一
年

を
払
う
こ
と
は
大
切
で
す
ね
。

年
を
と
る
ご
と
に
の
ん
べ
ん
だ

と
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が

年
一
年
を
振
り
返
り
、
ま
た
来
年

年
に
す
る
た
め
に
目
標
を
持
っ
て

ば
り
ま
し
ょ
う
。
皆
様
よ
い
お
年

0‐

 

そ
し
て
十
月
十
六
日
、
再
び
第
八
十
五
回

全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
岩
手
県
大
会
の
決
勝
の
応
援
に
盛
岡
南
公

園
球
技
場
に
駆
け
つ
け
た
。
手
に
汗
握
る
見

ご
た
え
の
あ
る
戦
い
で
、
強
豪
盛
岡
工
業
高

の
七
連
覇
を
阻
止
し
十
四
対
０
で
勝
利
し

た
。
次
の
日
の
新
聞
各
紙
は
こ
ぞ
っ
て
「
黒

沢
尻
北
高
三
十
一
年
ぶ
り
二
回
目
の
花
園
」

の
見
出
し
が
躍
っ
た
。 

ふ
と
気
が
つ
く
と
、
五
年
前
、
黒
沢
尻
北

小
で
一
緒
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
大
活
躍

し
て
い
た
。
黒
北
高
で
は
、
二
番
駒
込
く
ん
、

番
備
前
く
ん
、
七
番
平
野
く
ん
、
十
番
松

く
ん
、
十
一
番
高
橋
く
ん
、
盛
岡
工
で
は
、

番
佐
藤
く
ん
で
あ
る
。
十
二
月
三
十
日
十

時
、
憧
れ
の
大
阪
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
日

航
空
第
二
（
石
川
）
対
萩
工
業
（
山
口
）

勝
者
と
キ
ッ
ク
オ
フ
。
が
ん
ば
れ
黒
陵
、

ざ
せ
初
戦
突
破
、
感
動
高
き
ノ
ー
サ
イ
ド

期
待
し
て
い
る
。
（
Ｍ
） 
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ホームページ： www.npo.2000.net/ppt/ で
し

っ
た

て
ら

の
張す

。

の
埃

ら
り

、
今

よ
い

が
ん

を
！


